
ギャラリー

陶房回青　櫻井理人・あゆみの陶展　3/12(木)～17(火)

こうぶつ展2026 好きな物・幸せな物・鉱物 4/23(木)～28(火) 11時~7時　最終日4時

楽風企画

3/5(木)～10(火) 10時~7時　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　 坂本響子 創作服展 4/2(木)～7(火)

3/19(木)～31(火)

陶房回青は櫻井理人さんあゆみさんご夫婦の窯。理人さんは磁器土を原料とした染付や釉下彩、青磁や色釉
の器を、あゆみさんは陶土を使った陶胎染付の器や陶画、アクセサリーを…それぞれが作家として制作に励む
お二人。暮らしの中で楽しんでいただけるようなモノづくりをめざして信州小諸で作陶しています。

いたくらもとえ(アニマルDOLL)　 さかうえだいすけ(陶器・紙小物)　 サガワアキヨ(刺繍画・布人形)　 掌の小鳥(ウッドクラフト)　
ナオコ1号(ビーズアクセサリー)　 中谷綾(ビーズ&ソウタシエアクセサリー)　 nearly-equal(小物)　 猫のみみ(刺繍・布小物)　 はる(羊毛造形)
平川朋子(テディベア・指人形)　 抱夢(マッチ箱絵本・豆本)　 モノツクリ金造( 　図画・工作ブツ） 故・小川ゆうこ(シルバークレイアクセサリー)　
13回目の開催となります。今年もいろいろなジャンルの作品を用意して、楽しんで頂けるようがんばります。

11時~6時半
最終日4時

最終日5時

暮らしの中に潜む懐かしい場所への入口。その向こうに広がる景色は、
マクロとミクロを行き来しながら、静かに自然の法則を繰り返している。
今日も散歩して、空を見上げて、草をむしって、茶碗を洗って…
続く入口探しの日々を、抽象~半具象絵画で表現します。
楽風での個展は25年ぶり。「自らの月日と楽風の歴史を感じながら、
当時の作品とももう一度向き合ってみようと思います」

　

遠藤ユキ子展－ココ二イル－ 【絵画】　

10時~7時 最終日5時

楽風企画

ヨコハマ・サムシングエルス

11時~6時 最終日5時

 うえしんちえ子のクロッキーと古布絵の展らん会楽風企画

4/9(木)～21(火) 15(水)休 10時～7時 最終日5時

(作家在廊　10時~6時)

秋谷茂郎 陶展　凛と柔のかたち
25(水)休

～心のおもむくままに～

空を盛るように伸びやかに　水をたたえるようにみずみずしく
凛とした表情と柔らかなフォルムを併せ持つ秋谷さんの作品。
粉引、青彩による色彩のうつわや岩手県のリンゴの木の灰を
使ったうつわなど花器、食器約200点が展示販売されます。
「今回は新たに加えた原料を使って、新色のうつわを発表
したいと思います」

(作家在廊　11時~6時)

愉快に仕事をし、楽しく語らい、そして美しく生きる。心のおもむくままに。
鹿児島から元気、元気なうえしんさんが作品とともにやって来ます。
クロッキーは墨やえんぴつによる早描きのデッサンで、人物、花、野菜を
中心に。古布絵は今回ガッシュや色和紙や墨で下地を作り、それに古布
を加えていく作品も登場してにぎやかになりそうです。
窓越しの桜とともに美しい時をご一緒に。

布がもつさまざまな表情や積み重ねた時間。「好きな布に出会ったときのワクワク感、そこから何かが生まれる
予感、その延長上に私の創作活動があります。布と対話しながら手を動かしています」　ワンピース、ブラウス、
パンツ、バッグ…見て楽しく、着て心を温めてくれる、そんな創作服や小物たちがギャラリーを彩ります。


